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動
物
學
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誌
第
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號
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鶲

治
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十

七
年
十
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十

五

日

　
　

　
　

鬱
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西

川

藤

吉

「

淨
鯛
」

ε

は
一

の

漁
業
に

む
て

名
の

示
す
が

如

く

海
表
面
に

鯛
の

浄
ぴ

出
つ

る

を

漁
す
る

な

う
、

其
の

浮

泛
す
る

や
魚
は

體
を
韓
倒

・
し

て

腹
部
を

海
面
に

接・
し

、

入

問

な

ら
ば
人

事
不
省
の

土
充

衞

門

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
よ

　
な

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

ズ

ク

然
耙
る

な
b
、

漁
夫
は

船
よ
ウ

撈
綱
を
以
て

こ

れ

を
撈
ひ

上
ぐ
る

即
ち

漁
ざ

謂
は

ん

よ
り
は

魚
拾
ひ

に

似
た

り
o

蕩
所
は

安
藝
國
糊

豆

田

郡

佐

江

崎
村
字
能
地
の

地

先
に
・

し

て
、

三

原

獺
戸
の
一

部
な
る

安
直
瀉
の

浦
〔

夊
味
瀉
こ

も

書
す
）

に

行

は
る
、

そ

の

綱
代
は

面
積
漸
く

方
二

千
間
を

疆
で

参
。

漁

灘
ち
鯛
の

淨
ぶ

は
、

四

夫
夜
よ
ら

入

＋
入
夜
に

至

る

間

即

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ナ

カ
ミ

チ

ち
三

月

中
旬
よ
り

五
月
飴
め

に

終
る
、

こ

の

期
間
に

於
け
る

中
滿

　
　
ダ
へ

ヘ

　

　
　
　

　
　
　
オ
ヘ

シ
お

よ

う

滿

潮
迄

、

特
に

大

潮
の

時
を
以

て

好
群
季
ざ

む

小
潮
の

閣

三
、

冒

間
は

漁
な

く

叉

干

潮
時
に

は

浄
く

も
の

な

む
ご

云
ふ

。

こ

れ

を

漁
す
る

に

は

鎌
に

番
船
ざ

唱
ふ

る

漁

船
二

艘

或
は

三

艘
め

　
　

　
　
　

　

浮
鯛

茜
壓

　
b
て

、

谷
聖

一

定
の

錨
地
に

つ

き
、

此
虞
よ

ら

王

流
に

向
て

海

面
を

　
凝
親

す
、

若
乙

魚
の

淨
ぶ

あ

醜
ぱ

腹
部
を

海
面
に

現
は

す
が

故
に

，

恰
も
岡

叢
の

泡
沫

波
間
に

漂
ふ

が

如
・
じ

、

於
此
錨
地
を
離
れ
て

麟

を
進
め

流
下
に

あ
り

て

魚
を
迎
へ

靜
に

撈
網
を
以

て

こ

れ

を

撈
ふ

な

b
、

如
此
く
こ

の

漁
法
は

實
に

簡
單
な

ざ
が

如

し
ε

雖

そ
の

撈

綱
を

使
用
す
る

に

は

經
驗
を

要
す

、

而
も

獪
ほ
三

度
に
一

度
は

船

　
の

近

寄
る

に

及
ん

で

魚
躍
て

再
び

海
中
に

沒・
し

去
る

も
の

あ

り
、

然
れ
ざ

も
亦
稀
に

は

死
に

垂
ん
ご

せ

る

も
の

も
あ

り
ご

云
ふ
．

浮
び

出
つ

る

魚
類
は

元

よ
り

鯛

を

主
こ

す
れ
ざ

も
ク

ロ

ダ

ヒ

も
亦

多
く
ニ

ベ

も

尠
か

ら
す

、

叉
稀
に

は

カ

ず
ゴ

、

ボ

ラ
、

フ

グ
、

ヲ

　
コ

ぜ
、

ハ

ゲ
、

ハ

モ

讎

守

あ
り
、

大
さ

を
云
へ

ば

鯛
は

小

な
る

は

四

五

十

匁
の

も
の

よ
り

大
な
る

は

二

貫
冒
の

も
の

淨
び

ク

ロ

グ

ヒ

は

三
悶

百
臼
の

も
の

を
普
逋
芝

す
ざ

云
ふ

、

　一

期

間
の

漁
獲
高
は

元

よ
り

年
に

豐
凶
あ

り
て

一

定
せ

す
ビ

雖

多
き
は

百

貫
目

以

上
の

鯛

ε

三

四

十

貫
昌

の
ク

ロ

ダ

ヒ

を

漁
獲

む
一

日

即

ち
一

潮
間
に

鯛

七

十
距

尾
を

撈
ひ

む
こ

ε

あ

り

む
ご

云
へ

蔘
、

然
れ
．

電

も

迸
豪
は

如

此
き
大
漁
騨

貿』
見

す
、

今
な
＋

は
綴

怖

な
る
蝿
兄

漁
…

な
b
・
し

も
構冖
總
調

訂

五
亠

ハ

十
貫
昌
に

過
ぎ

ざ

り
む
ε

云

ふ
。
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浮

興
西
川）

如
此
く
鯛

の

溺
水
者

を
生

す
る

は

其
の

気
泡
の

膨

大
に

よ
り

て

身

贐
の

薗
由

を

失
ひ
邃
に

轉
倒
浮

憂
す
る

に

至

る

な

b
扨
て

何
の

故

に

気
泡
の

膨

大
を

來
す
や
は
一

の

問

題
な
り
。

先
づ

能
地
附

近
の

地
形

を
按

す
る

に
、

濘
鯛
の

漁
鵄
即

ち

安
直
漓

浦
は

三

原
瀬
戸

芒

伯
方
瀬

戸
の

相
合
す
る

處
に
・
し

て
、

東
は

高
根

農
ε

本

土
の

間
な
る

青
木

海

陜
を

經
て

布
刈
瀬
戸
に

癒
じ

、

衝
は

三

原
瀬

戸
及

青
木
瀬

戸

等
を
邁

じ
上

、

下
蒲
刈

、

豊
島

、

御
手

洗
の

諸
島
の

間

を
經
て

安
藝
灘
に

連
る
、

南
方
は

大
三

、

高
根、
生
口

の

諸

島
を
左

右
に

控
へ

其

閻
な

る

伯
方

瀬
戸

よ

り

途
に

燧

洋
に

至
”
O

．，

擁
て

次
ぎ
に

海
底
の

有
樣
を

見
る

に
、

能

地
の

沖

合
約
五

百
問
に

．
し

ず

乗
は

有

龍
島
よ

り

出
つ

る

砂

洲
に

接
近

し
、

殆
ご

海

岸
に

李

行・
し

て

束
に

走
れ

る

延

長
一

浬
以
上

幅

員
漸
，
、

百

間
に

滿
だ
ざ
る

　一

帯
の

砂
堆
あ

う
、

こ

れ

を
能
地

堆
ご

名
く

、

そ
の

最
も

淺
き

處
は

　

；
専

に

滿
だ

す
深

處
ご

雖
三

尋
に

過

ぎ
ざ
る

な
り
、

能

地
堆
よ

り

約

＝
浬

西
に

當
う

て

叉

細
く

長
き

砂

洲
あ

り

窃

刈
の

洲
ご

云
ふ

、

而
し
て

大
久
能
島
ご

布
刈
の

洲
の

間
は

漸

く
四
五

百
間

な
り
、

又

能
地

堆・
し

布
刈
の…
洲

の

附
は

洲
堆

を
形

成
せ

す
ピ

雖
水

深
は
四

尋

乃
至

七

尋
な
り
、

而

む
て

能
地

堆
の

外

側
即

ち

南
方
は

絶
壁
の

状

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
貞

　’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

態
を

呈．
し

十

尋

線
は

堆
に

接

近
せ
り
、

内
側

即

ち
北

方
は

東
部
に

於
て

は

稍
聖

斜
面
を

な

せ

る

も
西
部
は

叉
直
に

†

尋
以

上
の

水
深

あ

り
、

蘓
∵

し

て

五
尋

線
は

南
北

爾
側
に

於
て

堆
に

密
接
せ

h・
、

布
刈

の

洲
及

こ

れ
ご

能
地

堆
の

中
間
に

於
て

も

殆
ざ

能
地
堆
に

等
し
（

十

尋
線
は

南
北
兩

側
に

拷

近
せ

り
、

如

此
き
が

故
に

有
寵

島
ご

大

久
野
島
の

瓢
の

海
中
に

於
て

恰
も

高
さ

數

十
尺
の

壘
壁
を

築
造
し

た

る

が

如・
し

、

若・
し

も
こ

の

瀏
堆
に

し

て

今
少
し
く

高
く・
し

て

常

に

其
の

頂
上
を

水

面
に

現
は

す

な

ら
ば

、

完
全
な
る

防
波

堤
に
・
し

て

本

土
匸

の

間
に
一

の

良
港
を
形

成
す
る
・

u

の

な

b（
り（

海
鬪
參

照）

滿

潮
蒔
に

於
て

本
キ
し

大
三

島
の

間

を
西
よ

り

東
に

向
て

流
る

ー

潮
流
は

、

大
久

野
島
の

爲
の

に

二

分
・
し

こ

れ

を
過

ぐ
れ
ば

再
び

二

支
に

分
れ
一

は

大
三

、

高
根
二

島
の

間
即

ち

伯
方
瀬

戸
を

逋
じ
て

南
し

、

他
は

能
地

堆
の

上

を

東・
し

て

青
木

海
姨

に

注
ぐ

な
り
、

而

し

て

淨
鯛

漁
塲
に

於
け

る

潮
流
は

彼
の

來
島

海

峡
に

於
け

る

が

如

く

激
湍
に

至

ら

す
ご

雖

稍
よ

急
な
り
、

夊

能
地
堆
の

東
部
に

於
て

は

潮

流
の

堆
に

遭
ふ

て

上

昇
す
る

も
の

こ

堆
を
過

ぎ
て

落

下
す
る

も

の

ざ

混

亂
沸
騰

渦
を
生

す
。

淨

鯛
の

源
因
に

就
て

は

鯛
の

習
牲

移
動

に

關
す

る

こ

ご

元
よ
b
大

●
噂
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　幽

愉
る

べ

し
、

然
れ

ご

も
未
だ

こ

れ

が

精
縻
な

る

觀
察
ご

科

學
的

研

究
の

結
果
に

乏・
し

く

皷
に

明

瞭
に

記

逋・
し

能
は

す
ご

雖
、

こ

れ

を

實
業
者
の

所
設
に

聽

き
て

事
實
を
推

察
す

る

に
、

冬
期

を
外

洋
に

經
過・
し

だ
る

鯛
は

三

月
の

頃
よ

り
一

部
は

豊
後
水

道
を

癒
じ
て

瀬

戸
門

海
に

來

淋
す

、

而・
し

て

そ

の

伊
豫

灘
を

經
て

姜
藝

灘
に

來
り

こ

れ

よ
り

燧

洋
に

毘
つ

る

魚
道
に
二

あ
り
、

　一

は

來
島

海
峽

を

迺

過
す

る

も
の

、

他
は

大
畸

上
島
の

東
面

爾
側
を

逋

拳
し

て

三

原
瀬

戸
に

出
で

逮
に

燧
洋
に

家
る

も
の

な

b
、

恰
も

橢
潮
時
に

於
け

る

潮
侃

の

如
し

、

而
亡

て

三

原
瀬
芦

を
西
よ

り

東

す
る

も

の

は

大
三

島
ご

本
土
の

間
に

於
て

大
久
野

島
の

爲
め

に

二

隊
に

分

た
る

、

其

の

大
久

野
島
の

南
を

逋
遏
す
る

も

の

は

姜
全
に

伯
方

瀬
戸

或
は

青

木
海
陜

を
涌
障
し

て

途
に

燧

洋
に

出
つ

る

こ

ご

を
得
る

も
、

大
久
野

島
ざ

本
土
の

間
に

來
る

も
の

は

街
ほ

東・
し

て

邃
に

布
刈

洲
よ

り

能

地
堆
に

亘
れ

る

壘
壁
を

横」
切

る
べ

く

餘
義
な

く
せ

ら
る

玉

も
の

な

り
、

即

ち
竝
に

浮
鯛

を
生

す
る

な

り
、

而・
し

て

こ

の

淨
鯛
の

多
少

即

ち
三

原
瀬

戸
逋
過
の

鋼
の

多
少

は

燧

洋
漁

塲
の

鯛

漁

業
に

關
係

あ
り

て
、

當
業
者
は

常
に

能
地
の

浄
鯛
に

就
て

注

意
を
怠

ら
す
ざ

云
ふ

。

泙
觚

茜
川）

如
此
く
移

動
す
る

鯛
は

海
の

表

面
に

近
く

溝
泳
せ

す
む
て

、

常
に

下
屠
海
底
に

沿
，

過

て

移
轉
す
る

も

の

な

b
、

而
し
て

三

原
瀬
月

を

函
よ

り

來
う

て

能
地

堆
の

壘

壁
を

超
ゆ

る

も

の

ば

勅
め

大
久

野
島

附
近
に

於
て

二

十

蕁
以

上
の

深

處
に

あ
る

も
の

、

東・
し

て

十
數

尋

に

來
り

途
に

＋

蕁
線

を
過
ぐ
れ

ば
、

忽
に

乙
て

艶

壁
を
昇

登

し
て

數
尋
の

淺
處
即

ち

堆
の

頂

上
に

來
ら

ざ
る

べ

か

る

す
、

於
此
て

甚

・
し

き

水
塵
の

瀛
少
を

來
す

な

与
、

而

も
元

來
東
す

る

の

性
ε

滿
潮

の

束
に

流
る
、

》

勢

力、
こ

相

合
し
て

、

鯛
の

二

十

尋
以
上
の

深
處
よ

ト・

能
地

堆
上

數
尋
の

淺
處
に

來
る

間
は

比

較
的
僅
少
な
る

時
間
な

る

べ
・
し

、

從
て

水

塵
の

變
化
も
亦

急
速
な
る

も
の

ε

推
定
せ

ら
る

べ
・
し

、

元
來

氣
管
（「°冒
蓴
≡卩
；
e

ざ

穿
三−

）

を

有
せ

ざ
る

鯛
は

、

こ

の

急
率

な
る

水
壓

の

滅
少
に

威
應・
し

て
、

魚
髓
の

浮
沈
を
司

配
す
る

気

胞
を

調
和

す
る

に

遑
あ

ら

す
、

強
水

駆
の

深
處
に

適
應
せ

る

氣

胞
は

、

抵

墨
な
る

淺
處
に

來
る

に

從
て

愈
≧

倍
〜

膨
大
こ

、

逾
に

身

體
の

李

均
を

保
つ

能
滋

す

韓
倒
淨

泛
す
る

に

至

る

も

の

な
ら

ん
、

彼
の

數
百

尋
の

深

海
に

棲
息
せ

る

イ

シ

ナ

ギ

の

如
き
互

大
な
る

魚

類
を

鈎
す
る

に
、

飴
め

は
こ

れ

を

曳
き
」

⊥

ぐ
る

に

極
め

て
舳

勞

力
を

要
す
る

も

後
に

は

氣

皰
膨

大・
し

て

魚
體
自
ら

淨
び

出
で

網
を
收
む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
三
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淨
鯛

酋
川｝

る

「

忙
は

し
き
は

事
實
な

勢
、

且
つ

當
業
者
が

深
處

よ

り

鈎
し

獲

た
る

鯛

を

簗
中
に

貯
ふ

る

に

は

先
づ

フ

ケ

ピ

稱
む
て

髓
の

側
面
よ

わ

針
を

用
て

氣

胞
を

突
き

破
b
琵
斯
を

逸
出
せ
・
し

む
、

若
し

こ

れ

を

爲
さ

r
る

時
は

鯛

は

氣

胞
膨

大
の

爲
め

簗
中
に

飼
ふ

を
得
ざ
る

な
り
、

こ

れ

に

依
り

て

視
る

巻
高

駆

な
る

深

處
に

あ

る

鯛
は

容

易

に

淺

處
の

低

壓
に

は

威
應・
し

難
き
も

の

な
る

を
知
る
ぺ

・
し
o

滿
瀚…
流

の

緩

漫
な

る

蒔
、

壷
に

干

潮
即

ち
潮

流
の

東
よ

り

西
す
る

時
に

浮
鯛

な

き
は

何
故
な
り

や
、

如
此

き
時

期
に

は

鯛
は

西
よ

り

東
に

移
轉
す
る

な
き
か

、

或
は

假

倉
こ

れ

あ

る

も
能
地

堆
の

壘
壁

に

邁
遇
す
れ

ば
こ

れ
を

昇
登
し
’
、

淺
處
に

來
る

こ
、

こ

な
く
、

臼
ら

他
の

深

處
を

撰
び

て

逋
過
す
る

に

依
る

な
ら

ん
、

潮
流
急

な
れ
ば

自
由
に

方

向
を
左
右

す
る

能
は

す
し
て

潮

勢
に

押
し
流
さ

る

も
の

な
る

べ

・
し

、

魚
體
の

構

造
上
鯛
は

カ

ッ

ヲ

或
は
マ

グ

ロ

の

如
く

怪

速
力
の

遊
泳

者
に

は

非
ざ
る

な
b
。

常
業
者
は

書
間
に

漁

獲
多
く
・
し

て

夜
間
は

假
倉
こ

れ
あ

る

も
甚
だ

少
數
に
・
し

て
漁…
撕
兎

す
る

に

足
广
り

す
ご
一
云

へ

り
、

　
二

れ
応
げ婦
陀

す一
る

も

の

を

認
め

難
き
に

依
る

に

非
す
む
て

月
明

満
月
の

畤
に

於
て

然
り

嘘

云

ふ
、

故
に

鯛
は

晝

闇
に

活
撥
に
・
し

て

多
く
は

夜
間
に

静
止

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

る

も
の

な

ら
ん

、

其
の

産

卵
季
に

於
て

放

卵
す
る

は

書
間
な
も
○

余
は

未
だ

親・
し

く
「

浮
鯛
」

の

實
¶

％

を
幌

ざ
る

が

故
に

竝
に

詳
細
な

る

事

實
を
記

載
し
能
は

ざ

る

な

り
、

只

自
ら
當
業

者
に

聽
き

し

處

ε

余
の

想

像
読
．・「｝

を

併
せ

記

す
る

こ

ご

以

上
の

如・
し

、

如
此

き

特

種
の

地
形

を
有
せ
る

安
直

瀉
浦
に

於
て

、

未
だ

他
に

類
例
な

き
如

此
き

漁
業
の

行
は

る

葺

あ
り
、

若
し

精
密
な

る

觀

察
を

怠
ら

ざ

れ

ば
、

或
は

魚

頬
氣
胞
の

性

鬟
、

機

能
、

並
に

水
壓
ご

氣

胞
の

關
係

、

其
他

魚
類
の

習

性
移
動
に

關・
し

て

得
る

處

蓋
・
し

僅

少
に

非．
ざ
る

べ

・
し
。

淨
鯛
の

記

載
は

青
史
に

見
る

を
得
、

〜

・
し

書
紀

簿
哀

天

皇
の

卷
に

あ

」

リ

o

　

夏
六
月
辛

巳
朔
庚

寅
天

皇
泊
二

于

豐
浦
津
一

、

且
皇
后

從
二

角
鹿一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
ヒ

　

發
而
行
之

到
二

淳
田

門一
、

食
皿

於
船
上
【

畤

濕

卿
魚
多
聚
二

船
傍
一

、

　

禀

后
以
レ

酒

灑囲

鰤
魚
｝

、

鰤
魚
即

醉
而

浮
、

而
時

灘
人
多

獲一一
其

　
血

黒
一

而

歡
口凵

聖

王
所
レ

愚
貝

之轟
焦
正
約

、

乢

眠

註ハ
處

之
魚
至
ニ

ェ

亅

亠

ハ
冖

月
一
畳
巾

　

傾
淨

如
レ

醉
其
是

之
繰
也

、

秋

七
月
辛

亥

朔
乙

卯
皇

后
泊
二

豊
浦

　

津
一
日

疋

日
自
呪

ロ
加

倶
円

三

如
謀

温
職
鳳
杁
贋

二

憮
桝 ．
山
コ

一
〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ペ

　
　
　

ヌ

　

タ

能
地
は

中
古
野

牛
ご

書・
し

、

招
田

郡
沼
田

窪
に

屬
せ

リ

ピ

云
ふ

、

N 工工
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坤

タ

君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　p

爾・
し

て

停
M

醐
m

門

は

蓋・
し

滑
憎
出噛
糠

峡
即

ち

今

の

也
円

木
海
峡
な

ら

ん
、

皇
后
郷

船
の

碇
漉
處
は

今
の

寰

直

瀉

浦

即

ち

浮
鯛

漁
覇
な
ら
・
し

か
、

依
之

こ

れ

を

觀
れ

ば

皇

后
の

角

鹿
（

今
の

敦

賀）

よ
ら

穴
門
豊

浦
津
（

今
の

長

州
豊

浦
郡
長
府…）

に

幸
ま
せ

む
は

内
海
航
路
に

據
ら

れ

む
に

て
、

騨

本
海
を

航
せ

ら

れ

む

に

葬
ざ
る

を
糊
に

證
す
べ

醇
・地

な

勢
、

且
つ

其
の

時

季
の
亠

ハ

月
ご

書
せ

る

は

今
の

四

月
に

當
れ
る

な

ら

ん
か

兎
に

角
漁
業
ー

ー
生
物
學
ご

購

史
の

關
係
も

鄭
鍵

昧

多

き

こ
．

こ

な

ら
や

や
o

　
　

　
　

「

淨
鯛

に

閣
す
る

鱒
設
に

就
て

は

能
地

討
に

藏
せ

る
（
浮
鰌
抄
）

に

詳

な

勢
。

　
　

　
　

淨

鯛

抄
　
　

　

　
　

　
・

　

　

稚

漕

失

名

、

妥

藝
國
豊
靄
郡
能
地
浦
浮
鯛
は

、

紳
功

皇

鷺
擁
處
に

到
ま
す
時

　

綱

魚

多
ぐ

御
船
の

傍
に

聚
し

に

皇
后
鰤
魚
に

酒
を

灑
き

給
へ

ば

　

魚
則

醉
て

浮
爵

、

時
に

海
人
其
魚
を
獲
て

獻
す

、

夊

皇

后

醐
に

　

あ
が

ら
せ

給
ひ

東
西
の

野

を
御
覽
σ
て

、

よ

き
龜
か

な

五

轂
豐

　

穰
す
べ
。
し

蓬

云
ひ

給
ひ

む
、

そ
の

駈
を
號
・
し

て

能
地
ご

云
ふ

、

瞬

　

は

今
入

幡
赫
宮
鎭
座

ま

し
ま
す

颱
ざ

云

ふ
、

神
代

憲
に

濠
疲
舟

　

幽
見、
尊

海
の

幸
を
得
給
ふ

ざ

有
依
て

こ

の

御
愈
を
幸
崎

入

幡

宮

　
　

　
　
　、

　

懸
鯛

西
川）

ご

云
ふ

、

皇
后
こ

の

瀋…
に

て

海
祚
に

幤
を
埀
向

給
ひ
海
へ

流・
し

給
ふ

丶

敝
巾

流

寄・
し

厨
を
楓
け

敝
巾

ε一
冨

ふ
、

命
宜
ハ

靂
に

淨
敝

輿
酖

ご

云
ふ

小

勉

あ
う
、

紳
功

皇
后
ご

海
紳
ご

を
祭
る

ご

云
ふ

、

洋
鯛
の

事
ド

は

圓

本
書
記

怒
八

に

あ

b
、

傳
云

ふ

奘
時

海
人
淨
鯛

魚
を
す

く

ひ
、

清

ら
か

な
る

器
も

な
か
・

？
し

に

よ
b
、

飯
を

入
る

よ

器
に

入

て

男
は

恐
れ

あ
う

ビ
、

女
こ

れ

を
頭
に

い

陀
r
き
て

獻
る
、

今
に

既
浦
の

漁

家
の

女
は

魚
を
市

に

鬻
ぐ
に“．
頭

に

い

た
こ

き
て

歩

く
、

其

魚
を

入
る

雲

器
を

飯
籃
ざ

嚢
ふ

は

其
の

線
な

ち
嫁

、

そ
の

時

皇

后

勅
む
て

、

こ

の

浦…
の

海
人
に

永
ぐ
肩

本
の

漁

塲
を
詩

し

給
ふ

ビ
、

夫
故
世
癒

今
に

此
處
の

海

人
は

偲

園

娃
て

漁
す

れ
．

ε

屯

も

障
壷

刀

な

く 
達

上

も
幽
せ
”
し
｝
い

霍

な
・
し

蓬
へ
調
萢
ふ

、

　
刀
人
蝨
同

時
中

臣、．

蓮
こ

の

捕
の

妾
に

子

あ

う
て

、

そ
の

末

流
は

百

姓
家
に

あ
ら

鸞

云
ふ

、

其

後
費
沸
の

御
船

、

此
靂
に

寄
給
ふ

時

も

漁
夫

浮
鯛

を

獻
ぜ

ん

憲

云
ふ

、

菅
烝
相
の

御
船
着
せ

じ
斯
を
天
濺
ご

云
ふ

、

此

　

　
　
　

　
　
　

ρ

浦
に

鐘

崎
ε

云
ふ

所
あ

塑
、

其
の

上
の

山
を

天
漏
竃

云
ふ

、

案

に

醍
醐
天
皇
の

御
宇
昌
泰
瓔

年

辛

哲
二

月
二

†
五

臨

右
大
臣

菅

農
遷
太
宰
權
帥
玉
ふ

ざ

あ
れ

ば
、

其
頃
も

春
淨
詑
る

に

ゃ
、

浮

鯛

魚
を

讃
み

詫

る

歌
、

藻
鹽
草
に

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

潭

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（：B68）

　

　
　

　

　
　
潭

興
西

慰

　

水
無
月

や
き
み

の

鷺
に

あ

ひ

そ

め

て

　

　
　

　

　
　

　

う
く

て

ふ

魚
は

今
も
あ

り

け
り

詞

花
集
に

、

　

春
く
れ
ば

あ

ち
か

た
の

海
一

か

た

に

　

　
　

　

　
　

　
う

く

て

ふ

魚
の

名
こ

そ
を
・
し

け

れ

何
れ

の

頃
よ

り

春
淨
だ

る

事
い

か

な
る

故
に

ゃ
、

夊
月
日

經
て

李

相

國
清

盛
此
浦
に

て

浮
鯛
を
す

く
は

せ

磯
縫
の

石
上

に

て

庖

丁

す
る

を

見
給
ふ
．

こ
、

生

板
廓
ご

云

ひ

今
に

浮
幤
の

海

邊
に

あ

6
、

ま
た

此
の

浦
に
デ

丶

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
少

牌

隆

房

卿

・

海
の

面
露
の

う

ち
に

い

ろ
は
へ

て

　

　
　

　

　
　

　

う
く
て

ム

魚
や
な

み

の

勅
花

此
の

歌

獵
の

聞
侮
へ

な
れ

ば
い

か

r
あ
る
べ

き、
叉
源
義
經

卆
氏

り

軍
を

追
て

西

國
へ

下
向

し

給
ふ

の

時
も

淨
む

赤
女
を

獻
ご

云

ふ
、

束
鑑
に

元

暦
元
年
三

月
二

十

二

日

乙
巳

廷
尉
促

激
十

艘
兵

船

殖

藩
纉
解
云
・

そ
の

時
の

事
に

や
、

舗
爺
蘰
磯
霧
妝

夊
老
人
の

語

傳
に

、

昔
時

元
暦
の

頃

讃
州
屋

島
の

内
裡

燒
亡
の

櫛
、

あ

や・
し

の

男
若
き

女
房
を
一

人

小
舟
に

乘
て

こ

の

浦
の

あ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

六

　
び

き
す
る

家
に

來
り
、

こ

の

女

房
を
憐
み

よ

き
に

頼
む

の

よ

し

　
語
け

れ

ば
、

漁
翁
憐
み

て

其

家
に

養
ひ

、

後
其

子
に

戛
は

む
て

子

　
を

儲
く

ご
、

此

女
は

誰
人
の

子
ご

云

ふ

事

を
知
ら

す
、

御
所
方

の

　
人
の

が

れ

出
・
し

ピ

聞
へ

し
、

彼
の

女
馴
や
す

ぎ
は

綫
の

業
な

れ

　
ば

、

趾
謐
て

後
或
時
は

布
に

出
で

物
う

り

か

う

な
ん
こ

し
け

る

　
が

、

流

石
昔
の

香

殘
て

何
か

の

事
も

い

こ

お

ほ

よ

そ
に

有・
し

ご

　

な
ん

、

其

俤
世
々

に

殘
て

此

捕
の

物
う
る

女
は

人

を
敬
ふ

こ

ご

　
・
フ

す・
し

ご
一
調

ひ
・
し

入
あ
・
リ
マ
」

値
町

ふ
、

　
甘州（

後
曾
寸

氏

將丗
車

の
偏
御
船…
此

　
聯
川

に

繋
ぎ

給
ふ
仙
時

も
、

淨
鯛
魚
を

獻
す
ご

云

ふ
、

此
外
語
復
再

へ

　
・
し

事
も

あ

b

や
し

ら
か
。

　
さ

て

浮
鯛

ご

云

ふ

は
、

毎

年
二

月

よ

り
三

月
の

中
此
浦
淨

幣
ご

　

云
ふ

の

沖
へ

な
に

ご

な
（

鯛

魚

淨

出
で
゜
酒
な

ざ

に

醉
る

が

如

　

む
、

す
て

置
は

暫
く・
し

て

躍
て

ま
た

海
中
に

入
る

、

さ

る

に

よ

り

　

浮
出
る

ご

船
を

寄
せ

す

く
ひ

綱
を
持
て

す
ぐ

ふ

其
魚

赤
き

事
紅

　

粉
の

如・
し

、

鱗
ひ
か

り
て

美
し

き

事
常
の

鯛
に

ま
さ

れ
り
、

下

路

「

浮

鯛
」

は

叉
右
昔

雲
上
人
の

賞
せ

し

處
に
・
し

て

詩
歌
の

題
目

こ

な

れ

る

も
の

尠
か

ら

す
、

載
て

藝

藩
逋
志
に

詳
な

り

竝
に

二

三

を

抄

銀
せ

ん
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芝
山
從
二

位

前
參
議
持
豊

前
略

今
年
彌

生
、

こ

の

海
に

う
か

み

出
た

る

櫻
鯛
を

遙
か

に

都

に

お

く

り

ぬ
、

い

ご

二

な

き
も
の

な
れ
ば

わ

か

ち
て

そ

ち
の

み

こ

に

た

て

ま

つ

り

け

れ
ば

、

こ

こ

の

ほ
か

に
、

め
で

は

や

さ

せ

玉

ひ
刄

、

や
つ

が

れ

も

其
浮
鯛

を
さ
か

な
に

て

か

は

ら
け

を
ご

b

て
、

か

す

む

波
に

ひ
れ

ふ

る

鯛
や

紅
の

　

　

　

　

　

　
は

つ

花
櫻
う

か

ふ

お

も
か

氣

　

あ

ち
か

に
の

淨
鯛

を
よ

め

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

擢
中
納

言

幕
理

あ
ち
か

た

や

波

を
か

す
み

て

う
き

魚
の

　

　

　

　

　

　
ゆ
た

か

に

あ

そ
ふ

春
の

海
つ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

參

議
　
　
實
富

今
も

た

か

ゑ

ひ

を

す
主

め

て

あ

ち
か

た

の

　

　

　

　

　

　
海
に

う
（

て

ふ
い

を・
し

み
ゆ

ら
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮
内

大
輔

國
豊

春
の

日
の

か

す
め

る

を
き

の

波
の

上
に

　

　

　

　

　

う
く

て

ふ

魚
や

二

；

ろ

の

ご

け
き

　

　

　

　

浮

西
川）

O

舊
藩
の

當
時

は
、

毎
年
最

瘤
に

獲
だ

る

淨
鯛
四

尾
を
以
て

先
づ

之

を
藩
圭
に

獻
じ

、

而
し
て

後
に

あ

ら
ざ
れ
ば

市
に

鬻…
が

ざ
る
の

習

慣
あ
り

き
ご

云

ふ
、

而
・
し

て

古
來
こ

の

漁

權
は

能
地
村
に

専
屬
せ

り
、

昔
は

村
庄

屋
之
れ

が

取

締
を
な・
し

、

或
は

漁
夫

を
微
し
て

漁

し
、

或
は

受
負
人

を
定
め

、

其
の

收
利
は

村

收
入
の
一

な
り
・
し

ご

云
ふ

、

近
時
に

至

り

て

は
一

期

毎

に

村
に

於
て

公
入

札
に

付・
し

、

十
五

圓
乃

至
二

十
五

圓

位
に

落
札
す
ご

云
ふ

、

而
し
て

番
船
の

位

置
せ

る

隧
域
以

外
、

即

ち

そ
れ

よ
り

以

東
に

於
け

る

淨
べ

る

鋼へ

此

處
に

浮
ぷ

に

非
す
上

流
よ

b
流
れ

來
る

な
り
）

は

自

虫
に

漁
す
る

こ

ご

を
得
る

も
、

匿
域

内
に

於
け

る

浄
鯛

は

落

札
者

の

專
漁
に

し

て

池
入
の

擔
ふ

を

許
さ

す
。

俘
鯛

抄
に

云
ふ

浮

幣
祗
は

、

現
に

能
地
の

海
岸
に

あ
り
、

叉
肚
前

の

汀
に
李

垣

に
・
し

て

方
三
尺

計
り

な

る

石
あ
ウ
、

マ

ナ

イ

タ

石
二

れ

な

b
、

紳
沚
は

昔
時

浮
鯛

の

漁

獲
傭
な
る

時

に

は
、

其
の

牧

盆

を
鍋

て

營
繕
し

裝
飾
せ

ら

れ
、

且
つ

毎
年

春
正

月
に

は

奉

幤
醴
酒

を
獻

じ
て

淨
鯛

祭

を
執

行・
し

だ

り

こ

の

こ

ご

な

る

が
、

今
は

祠
こ

て
一

小

屋
に

て
、

而
も

御
神
體
は

何
處
に

行
き
し

や

物
置

き
同

前

の

有
樵…
な
り
、

去
れ

ご

欝
ご
・
し

て

天
筌
に
從
耳

ゆ
る
一

株
の

老

舩
の

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
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漂

鯛

茜
瑚V

み
、

幾
多
の

變
遷
を
知
う

け
ん

韓
だ

當
年
を
偲
ば

む

む
る

の

種
な

、

b
け

う
、

瓧

薗
に

立
て

蓬
か

に

南
方
を
望
め

ぱ
四

國
の

青
山

蓮
亶

む
、

近
く

は

大
三

、

高
根

、

生
口

、

舶
方
の

讙
島
を
一

眸
に

集
め
、

西
の

方

雲

煙
の

間
に

大
久
野
の

燈
臺
を
認
む

、

實
に

内
海
特
有
の

風
光
な

う
、

且
つ

棘
戸

港

よ

ら

布
刈
瀬

戸
を
經
て

閣
門
に

至
る

大

鑑
肌

路
に
轡
田

れ

る

が

故
に
丶

自
帆
去
來
・
し

時
に

継
塒

準

丁

噸
の
幵
以

舶
点
ほ

、、

鏡
の

如
き

海
面
に

二

條
の

自
浪
を

殘
己

て

馳
走
す
る

あ
ら
、

春
光

秋

色
想
ふ
べ

ご
、

老

霧
時
に

指
む
て

、

皇

后
の

登
b
玉

ひ・
し

丘
は

此

處
に

、

天

紳
樣
は

被
處
に

ビ

敖

ゆ
、

驫
れ
か

詩
趣
な

ら
ざ
る

な

む
、

翁

は

鬮
に

霪
て

説
で

曰
く
、

先
年
石
屋
が

來

ま
む
て

、

マ

ナ

イ

タ

石

を

知
ら

す
に

甥

り

ま
・
し

た
、

處

が

妙
で

こ

わ
ず
丶

そ

れ

か

ら

少
む

も
鯛
が

浮
き
ま

せ

ん
、

村
中
大

心
配

を
致
し

、

私
が

そ

れ

か

ら
こ

の

浄
幤
瓧
に

願

を
か

け
て

、

御
願

申
む

ま
し
π

ら
、

三

年

目
か

ら
叉
鯛
が

浮
き

始
め

ま
し

だ
、

一

體
籔
分

後
に

雷
が

鳴
り

ま

す
ご

鯛
が

皆
此
疆
を

邇
ら
す

に

立

山

の

方
〔

來
島
海
峽

を
謂
ふ

な

b
）
へ

行
き

ま
す
が

、

然
む

其
時
ぼ

全
く
マ

ナ

イ

タ

眉
を

切
っ

だ
の

で
、

皇
后
樵
が

御
怒
で

が
・
し

た

の

で
ビ
Q

俗

謠
あ

b
、

曰

く

海
の

底
に

酒
の

御
樽
が

あ

る

な

ら
ば

　

　

浄
鯛

よ

う

も
わ

む

や

沈
み

把
い

ー
lIi

ー

善

ー
ー

翻
日
本
蟹
類
通
説
　
（

第
二

＋

黶

（

終〉

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

寺

崎

留

吉

　
　
　

　
　
「

本
拙

甜

第
一
｝
八

四

號
山

ハ

九

頁
に

鏤
す
」

　
　

歩

　
脚

類

箕
正

蟹
類
中
の

鍾
頭

類
を
大
別
・
し

て

泳

脚
類
ビ

歩
脚
類
に

舜
つ

こ

ご

は

既
で

に

記

逋
し
だ
り

（

第
十
六

回
）

且
つ

歩

脚
類
は

更
に

弧
殻

類
及

び

方

殻
類
の

こ

區
に

舜
つ

を

得

今
其
標

徴

を
概
括
す

れ

ば
左

の

如
し

。

獄
脚
類

歩
脚

第
四

對
は

爨
に

む
て

灘
泳

舞
適
す

『
脚
穎

歩

脚

梵
て

屡
に

し
て

歩
行
に

適
す

　
　
　

鰲
繍

麗

髴
．

濕
聽
鐸
終

N 工工
一E 斗eotronlo 　Llbrary 　


